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審議案件 

第１ 議案第178号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

第２ 議案第179号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

第３ 議案第180号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について 

第４ 議案第183号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第5号） 

第５ 議案第184号 平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

第６ 議案第185号 平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 

 



 - 3 - 

午後０時５８分 

○委員長（佐藤清吉） ただいまから、総務民生常任委員会を開会いたします。 

審査にあたっては、お手元に配付の審査日程表のとおり、審査を行いますので、よろ

しくお願いいたします。 

なお、正確な会議録作成のため、発言は、マイクのスイッチを入れてからお願いいた

します。 

 

○委員長（佐藤清吉） 審査に入る前に部長よりあいさつをいただきます。最初に、総務

部長お願いいたします。 

○総務部長（佐藤芳彦） 委員の皆様には、委員会を開催していただきまして、ありがと

うございます。本日ご審議をお願いします案件は、人勧関係の人件費の案件でございま

す。条例案が３件、それから総務部関係として補正予算案が１件でございます。各案件

につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。以上であります。 

○委員長（佐藤清吉） はい、ありがとうございました。次に、市民部長、お願いします。 

○市民部長（髙階 仁） 市民部であります。ご審議よろしくお願いいたします。市民部

関係、今次定例会に上程しております案件につきましては、議案第１８３号一般会計補

正予算、１８４号国保特別会計補正予算、１８５号後期高齢者医療特別会計補正予算、

３件でございます。よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上

げまして、あいさつに変えさせていただきます。 

○委員長（佐藤清吉） はい、ありがとうございました。 

これより、当委員会に付託された事件について審査いたしますが、説明は簡潔にお願

いいたします。なお、説明は、座ったままで結構です。 

 

○委員長（佐藤清吉） はじめに、議案第１７８号、「大仙市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。当局の説明を求め

ます。福原総務課長。 

○総務課長（福原勝人） 説明に入ります前に、本日同席させております職員を紹介いた

します。総務課職員班長の小林主幹でございます。同じく職員班の池田主査でございます。 

  それでは、議案第１７８号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、ご説明申し上げます。 
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 資料 No.１、議案書をご覧願います。ページは、３ページから１９ページまでとなりま

す。本案は、人事院勧告を受けた国家公務員の給与改定に倣いまして、一般職の給与を改定

するものであります。主な改正内容についてでありますが、まず、平成２８年度の給与改定

について、資料は、４ページから１６ページまでに第１条として記載しております。給料を

平均０．２３パーセント引上げるほか、１２月期の勤勉手当を０．１月分、再任用職員にあ

っては０．０５月分引き上げるものであります。 

次に、平成２９年度の改定について、１７ページに第２条として記載しておりますが、６

月期と１２月期の勤勉手当の支給配分の見直しを行うものであります。また、扶養手当につ

きましては、平成３０年度において配偶者に係る扶養手当の支給月額を１３，０００円から

６，５００円に、子どもに係る支給月額を６，５００円から１０，０００円に改めるもので

ありますが、平成２９年度につきましては、激変緩和措置といたしまして、配偶者１０，０

００円、子どもを８，０００円として、段階的に改定するものであります。このほか、所要

の経過措置を設けまして、平成２８年度給与改定については公布の日から施行し、平成２

８年４月１日から適用、平成２９年度給与改定につきましては、平成２９年４月１日にそ

れぞれ施行するものであります。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。終わります。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。はい、佐藤委員。 

○副委員長（佐藤文子） それでは、いくつかお尋ねいたします。前もってちょっと質問

したいことを言っておりましたが、その前に一つ、まず給料の平均０．２３パーセント

というふうなことで、引き上げ、初任者や若年層には１，５００円を上げるというよう

なことのようで、今年の１月に出された２８年度人勧ですか、今年の分の人勧と比較、

急いでやってみましたら、副主幹というふうにいわれる方々のところまでは、１，００

０円位の、１，０００円以上の値上げがされているようなところもありますけれども、

ほとんど４００円程度しか値上がってないというのが、多くの職員に、値上がるのは４

００円程度というふうなものになっているようですが、実際問題、今回の給料の引き上
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げで、月々４００円しか上がらない職員というのは、全体の職員の何割ぐらい占めてい

るんでしょうか。その点をひとつ。 

○総務課長（福原勝人） 個別の職員が、どの程度上がるか。大体４・５００円のあたり、

我々クラスもそうなんですけれども、ちょっと今すぐに出ませんので、今至急計算して、

後ほど、お答えさせて頂きたいと思います。 

○副委員長（佐藤文子）はい、分かりました。それからもう一点、改めて伺いたいこと、

示しておりますので、教えて頂きたいと思います。今回、扶養手当に係わる制度改正が

行われましたけれども、例の配偶者手当とそのこどもに係る手当の部分が変わるわけで

す。３０年度に変わるわけですけれども。そこで伺いたいのは、配偶者手当の支給者数

という、支給者数と職員に対する、全職員数に対する割合というふうなこと、そして、

その内、親に両親にかかる手当は別として、子どもにかかる扶養手当は受けてなく、配

偶者手当のみというふうな方々の支給者数は何人いらっしゃるのかという点を一つ、二

つ目には、子どもの扶養手当の支給者数と職員数に対する割合というとこ、この２点に

ついてお尋ねいたします。 

○総務課長（福原勝人） まず１点目の配偶者の扶養手当を受けている職員数でございま

すけれども、これは１４３名おります。一般職の全体からしますと、１６．２パーセン

トにあたります。その内、子どもの扶養手当を受けているというのが、１０８人となり

ます。配偶者のみの扶養手当を受けている職員数が３５人と、差し引きで３５人という

ことで、これは、４パーセントにあたります以上です。 

○副委員長（佐藤文子） 二つ目の子どもの扶養手当の支給者数が１０８名というふうに

捉えていいんですか。 

○総務課長）（福原勝人） そうです。配偶者と子ども、それから、例えば父親、母親と

いうケースも含めまして、子どもの扶養手当を支給されている職員数は１０８名となり

ます 

○委員長（佐藤清吉） よろしいですか。他に質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無ければ、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。はい、佐藤委員。 

○副委員長（佐藤文子） 私は、この議案第１７８号には、反対という立場で、討論した

いと思います。今の質疑で人数的には、４パーセント程度の少人数というふうなことの
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ようでありますけれども、この議案には、人事院勧告に倣って、給与と勤勉手当を引き

上げる一方で、扶養手当の見直しとして、配偶者手当を半減させているというふうなこ

とが、あるからです。扶養手当の見直しでは、子どもの扶養手当は６，５００円から１

万円に３，５００円引き上げますが、配偶者手当は、１万３,０００円から６，５００円

に半減させております。これによって配偶者と子ども２人の場合には、年間６，０００

円の増収となりますけれども、配偶者と子ども１人の場合は、年間３万６，０００円の

減収、配偶者だけの場合は、配偶者手当だけの場合は、年間７万８，０００円と大幅な

減少になります。また、給料につきましては、０．２３パーセント、勤勉手当で０．１

月分の引き上げが行われましたけれども、配偶者手当のみ支給されている職員にとって

は、年間給与額で数万、３万数千円の減収となります。したがって、配偶者手当の見直

しというのは、実質賃金の引き下げに繋がるものでありまして、今回のこの条例改正は

認められないものであります。以上で反対討論を終わります。 

○委員長（佐藤清吉） はい、他に、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無ければ、討論を終結します。 

これより採決いたします。この採決は、挙手により行います。 

本件は、「原案のとおり可決」することに賛成の方は挙手願います。 

  挙手多数であります。よって本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

○委員長（佐藤清吉） 次に、議案第１７９号、「大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。当局の

説明を求めます。福原総務課長。 

○総務課長（福原勝人） 議案第１７９号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。 

議案書は、２０ページと２１ページです。本案は、一般職の給与改定に倣いまして、大

仙市議会議員の１２月期の期末手当を０．１月分引き上げるものであります。また、平成

２９年度におきましては、一般職と同様に期末手当の支給配分の見直しを行うものであり

ます。施行は、平成２８年度改定については公布の日から、平成２９年度改定については、

平成２９年４月１日からとしております。 
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以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。終わります。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤清吉）次に、議案第１８０号、「大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関

する条例等の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。当局の説明を

求めます。福原総務課長。 

○総務課長（福原勝人） 議案第１８０号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する

条例等の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。 

議案書は、２２ページと２３ページです。本案は、一般職の給与改定に倣いまして、本

市の正副市長、教育長並びに常勤監査委員の１２月期の期末手当を０．１月分引き上げる

ものであります。また、平成２９年度におきましては、一般職と同様に期末手当の支給配

分の見直しを行うものであります。施行は、平成２８年度改定については公布の日から、

平成２９年度改定については、平成２９年４月１日からとしております。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（佐藤清吉） 無ければ、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤清吉） 次に議案第１８３号「平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第

５号）」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。はじめに、伊藤議会事務局長。 

○議会事務局長（伊藤義之） 平成２８年度大仙市一般会計補正予算第５号のうち議会費

の歳出に係わる補正内容について、説明させていただきます。 

資料№２の補正予算書の９ページをお願いいたします。１款１項１目議会費７事業

の議員報酬、期末手当及び共済費は、１３５万５千円の補正でございます。内容でご

ざいますけれども、先程の議案第１７９号の説明のとおり、議員の期末手当につきま

して、支給月数を、現行の１００分の３１５から、１００分の３２５に改定し、この

増加分に関わる額を補正でしようとするものでございます。２７名分、合わせまして、

１３５万５千円となるものでございます。  

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上ご承認賜りますようお願いい

たします。以上でございます。 

○委員長（佐藤清吉） 次に、福原総務課長。 

○総務課長（福原勝人） それでは、総務課所管分について、ご説明申し上げます。資料

№２の補正予算書（１２月補正①）につきましては、２０ページに特別職、それから２１

ページに一般職の給与費明細を記載しております。また、資料№２－１の主な事業の説明

書の１ページと２ページも併せてご覧いただきたいと思います。 

今般の補正は、人事院勧告及び人事異動等に伴う人件費の補正であります。始めに一般

職の職員人件費についてご説明いたします。主な事業の説明書の１ページをご覧願います。
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１ページの表の下の方、４番のところでございます。黒丸の１つ目、職員数につきまして

は、再任用職員も含めまして当初予算と比較し、２人増の７６６人となっております。黒

丸の２つ目の給与費の主な増減理由につきましては、１点目が給与改定の所要額が３，３

０４万３千円、そのうち主な項目が記載のとおり給料につきましては、５８６万８千円、

給料以外の手当分が２，７１７万５千円となっております。２点目が人事異動等による増

減の合計でありまして、主に定期人事異動や共済組合負担率の改正のほか、採用や退職に

よるものであります。補正額は、５，１０６万６千円であります。これによりまして、一

般行政職における平均給料月額は、７２３円増の３１万１，３９９円となります。ちなみ

に、平均年齢は４３．５歳となっております。次に、補正予算書の２０ページをご覧いた

だきたいと思います。常勤特別職につきましては、１２月期の期末手当の支給率を０．１

月分加算し、それぞれ１．７５月分としまして、市長、副市長にあっては２５万４千円の

増額、教育長、常勤監査委員にあっては１４万円の増額となりますが、共済費につきまし

ては、負担率の改正によりまして、市長、副市長にあっては３７万６千円、教育長、常勤

監査委員にあっては２３万２千円の減額となります。最後に、主な事業の説明書にもどり

まして、２ページをご覧いただきたいと思います。参考までに、全会計では、この表の右

下にありますとおり、６，８５４万７千円の増額補正となるものでございます。 

以上で総務課所管分の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（佐藤清吉） 次に、舛谷財政課長。 

○財政課長（舛谷祐幸） つづきまして、財政課所管分につきましてご説明申し上げます。

補正予算書の１９ページの方どうかご覧願います。 

１２款１項１目９０事業の「長期債元金償還金」の財源振替についてご説明申し上げま

す。今回の補正は、先に総務課長より説明のありました職員人件費の補正に伴うもので、

住宅管理費の職員人件費の減額に伴う長期債元金償還金への特定財源の振替でございま

す。住宅使用料につきましては、市営住宅の維持管理費等に優先的に財源を充当すること

になっておりますが、充当残が出た場合、いわゆるオーバーフローした場合には、残りを

人件費、公債費の順に充当することができることとなっております。住宅管理費の職員人

件費につきましては、当初予算の段階で既に財源全額が、特定財源である住宅使用料とな

っておりましたので、今回の補正による人件費の減額分４０８万４千円を、長期債元金償

還金の特定財源として振替るものであります。  
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以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤清吉） 次に、佐藤次長。 

○次長兼市民課長（佐藤和久） それでは、市民課所管分についてご説明いたします。補

正予算書の１１ページをお開き願います。  

３款民生費、１項１目９０事業、国民健康保険事業特別会計繰出金、１，２７６万７

千円の減額補正であります。内容といたしましては、給与改定及び人事異動等に伴うも

のでありますが、減額する一番の要因としては、４月の機構改革により国保年金課と市

民課が統合となったため、管理職が１名減となりましたので、国民健康保険事業特別会

計において、当初、職員８名分の人件費を計上しておりましたが、７名分に減額したこ

とによるものであります。  

次の１２ページをお開き願います。４款衛生費、１項１４目９０事業、後期高齢者医

療特別会計繰出金、１７８万円の補正であります。内容といたしましては、給与改定及

び人事異動等に伴い、後期高齢者医療特別会計における、職員３名分の人件費が増にな

ったことによるものであります。  

以上、説明終わりますが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたしま

す。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

  これより、質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
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○委員長（佐藤清吉） 次に議案第１８４号「平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）」を議題といたします。当局の説明を求めます。佐藤次長。 

○次長兼市民課長（佐藤和久） それでは、議案第１８４号 平成２８年度大仙市国民健

康保険事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。補正予算書の２３

ページをお開き願います。  

今回の補正は、給与改定及び人事異動等に伴う職員人件費の補正でありまして、歳入

歳出それぞれ１，２７６万７千円を減額し、補正後の予算総額を１０４億６，７０４万

２千円とするものであります。内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたし

ますので、２８ページをお開き願います。はじめに、歳入でありますが、９款繰入金、

２項１目一般会計繰入金、１，２７６万７千円の減額補正でありまして、歳出、職員人

件費の減によるものであります。次の２９ページをお願いいたします。歳出であります

が、１款総務費１項１目９事業、職員人件費１，２７６万７千円の減額補正であります。

内容といたしましては、給与改定に伴うもの、また、人事異動に伴い、当初職員８名分

を計上しておりましたが、１名減の職員７名分としたことなどから、給料を４９３万４

千円、職員手当等を３７４万７千円、共済費を４０８万６千円、それぞれ減額するもの

であります。  

以上ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたし

ます。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

これより質疑をおこないます。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無ければ、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
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○委員長（佐藤清吉） 次に、議案第１８５号「平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。当局の説明を求めます。佐藤次長。 

○次長兼市民課長（佐藤和久） それでは、議案第１８５号 大仙市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。補正予算書の３３ページをお開き

願います。  

今回の補正は、給与改定及び人事異動等に伴う職員人件費の補正でありまして、歳入

歳出それぞれ１７８万円を追加し、補正後の予算総額を８億６，８７１万９千円とする

ものであります。内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、３

８ページをお開き願います。はじめに、歳入でありますが、３款繰入金、１項１目一般

会計繰入金、１７８万円の補正でありまして、歳出、職員人件費の増によるものであり

ます。次の３９ページをお願いいたします。歳出でありますが、１款総務費１項１目９

事業、職員人件費１７８万円の補正であります。内容といたしましては、職員３名分の

給料５７万６千円、職員手当等を６８万４千円、共済費を５２万円、それぞれ補正する

ものであります。  

以上ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたし

ます。 

○委員長（佐藤清吉） 当局の説明が終了いたしました。 

これより質疑をおこないます。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無ければ、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
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○委員長（佐藤清吉） 以上で、本日、付託された事件の審査は全て終了いたしました。 

 はい、福原総務課長。 

○総務課長（福原勝人） 先程、議案第１７８号のところで、佐藤文子議員から、ご質問

いただいた改定率が低い職員の層は、どのくらいいるかというご質問いただいておりま

したので、その点、ご説明させていただきたいと思います。 

  先程、概ね主幹級以上ということになりますけれども、大体２００人強となります。

率にいたしますと、概ね２７・８パーセントぐらいの層ということになります。以上で

ございます。申し訳ございませんでした。 

○委員長（佐藤清吉） よろしいですか。以上で、本日、付託された事件の審査は全て終

了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、そのように決しました。 

 

○委員長（佐藤清吉） これをもちまして、総務民生常任委員会を閉会いたします。大変

ご苦労様でした。 

午後１時２７分 閉会 
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